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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、消費税増税の影響による個人消費の回復は一様ではないも

のの、政府の財政・金融政策の効果による企業収益の改善や雇用、設備投資の増加により、景気は緩やかな回復基

調が続きました。

 情報産業分野においては、クラウドコンピューティングやSaaSといった新規分野の拡大により、Webシステムの

重要性は一層高まっており、企業の設備投資については大企業を中心に改善の兆しが現れているものの、全般的な

コスト削減が求められ、依然として厳しい状況が続いております。

 このような情勢のもと、当社グループは、「①国内市場における確固たるプレゼンスの確立とグローバル展開の

加速、②ビジネス中枢分野及びグローバルで通用するソリューションへのレベルアップ、③サービス事業の全体レ

ベルアップと持続的な成長基盤の確立、④グループ経営のレベルアップと人材育成」を当期の重点方針として掲

げ、業績の向上に努めてまいりました。

 具体的には、「国内市場における確固たるプレゼンスの確立とグローバル展開の加速」として、より多様化する 

お客様のニーズに迅速に対応すべく、セキュリティ、ワークフロー関連における運用機能を強化した「intra-mart 

Accel Platform」のアップデート版及びOffice365、Google Apps の外部サービス連携機能を強化した「IM-BIS」

アップデート版をリリースしました。

 また、当社製品が(株)富士キメラ総研発行の「ソフトウェアビジネス新市場2014年版」の「ワークフロー市場」

分野において、2008年の調査開始以来、７年連続第１位を獲得しました。

 「ビジネス中枢分野及びグローバルで通用するソリューションへのレベルアップ」としては、Talend 社が販売

代理店契約を締結しデータ連携・メッセージ連携ツールを販売開始するとともに、紙資料の電子化と申込・審査ワ

ークフローの連動を実現するためのWeb 対応イメージ処理ツール「IM-Annotation（アイエムアノテーション）」

をリリースし、「intra-mart Accel Platform」上で動作するワークフローを活用したアプリケーションラインナ

ップを充実しました。

 「サービス事業の全体レベルアップと持続的な成長基盤の確立」としては、当社提供のエンタープライズ向けク

ラウドサービス「Accel-Mart（アクセル・マート）」がエヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ(株)様が提供す

るＮＴＴコムストア「すぐに使えるビジネス向けアプリ」のサービスラインナップに採用され、これにより中小・

中堅企業への展開をより加速します。

 また、Amazon Web Services, Inc. が提供するクラウドサービスである「アマゾン ウェブ サービス（以下、

AWS）」のパートナープログラム「Amazon Web Services Partner Network」(以下APN)の「APN テクノロジーパー

トナー」に加入し、同時にAWS へ正式対応することにより、クラウド事業のより一層の拡大を目指します。

 上記のとおり、ビジネスの拡大に取り組んできたものの、予定していた大型SI案件の失注及び基幹領域の大型案

件の受注の遅れにより、売上、利益ともに前期比で減少となりました。

 この結果、当社グループの平成27年３月期第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高1,823,039千

円（前年同四半期比8.9％減）、営業損失133,543千円（前年同四半期 営業利益338千円）、経常損失128,976千円

（前年同四半期 経常損失15,920千円）、四半期純損失80,810千円（前年同四半期 四半期純損失12,816千円）と

なりました。

 セグメントの業績は、次のとおりです。

① パッケージ事業

 「intra-mart」は、全国の特約店パートナを通じて販売しており、昨年度より販売を開始した新製品やワーク

フローを中心として体制を強化した既存顧客への深耕については堅調に推移したものの、基幹製品である

「Biz∫」などのエンタープライズ領域における大型案件の受注状況に遅れがみられ、全般に低調に推移しまし

た。

 この結果、売上高は1,011,472千円（前年同四半期比0.9％増）となりました。

 

② サービス事業

 「intra-mart」を利用したシステム開発やコンサルティングなどの周辺サービスは、昨年度より注力している

クラウド関連のSIについては想定以上に推移したものの、予定していた大型SI案件の失注や、中国での日系企業

の投資縮小による子会社のオフショア案件の受注不足等により、全般に低調に推移しました。

 この結果、売上高は811,566千円（前年同四半期比18.7％減）となりました。
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（当社グループの四半期業績の特性について）

 当社グループのパッケージ事業及びサービス事業（コンサルティング、システム開発等）は、一般企業を対象と

しており、事業年度を４月から３月までと定めている企業が多いため、システムの導入・検収が年度の節目である

９月及び３月に集中する傾向があります。サービス事業の一部の売上高の計上基準については、工事進行基準を適

用しておりますが、売上高の大半が工事完成基準（検収基準）である当社グループの業績にも季節的変動があり、

売上高、利益とも第２、４四半期に集中する傾向があります。

 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産

 当第２四半期連結会計期間末における資産は、売掛金の入金等に伴い流動資産が減少したことにより、

3,949,520千円となり、前連結会計年度末に比べ135,840千円、3.3％減少となりました。

 

②負債

 当第２四半期連結会計期間末における負債は、パッケージ事業の製品保守の未経過分である前受金が増加したも

のの、買掛金等の支払に伴い流動負債が減少したことにより、1,348,611千円となり、前連結会計年度末に比べ

10,172千円、0.7％減少となりました。

 

③純資産

 当第２四半期連結会計期間末における純資産は、配当金の支払いに伴い利益剰余金が減少したこと及び四半期純

損失の計上により、2,600,908千円となり、前連結会計年度末に比べ125,668千円、4.6％減少となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 我が国の経済は、政府の経済政策等により、企業の設備投資の回復が期待され、景気は回復基調で推移していく

ものと思われます。その中で情報産業分野は、クラウドコンピューティングやSaaS等の新たな技術分野での展開を

中心として、今まで以上に投資対効果の高いサービスが求められ、引き続き予断を許さない状況が続くものと思わ

れます。

 このような状況のもと、当社グループは引き続きSaaS・クラウドコンピューティング分野への進出に向けた統合

的Webソリューションを提供するため、継続的な製品開発やソリューションの開発を積極的に取り組んでまいりま

す。

 また、短納期・低コストといった市場動向は続くと思われますが、グループ全体で付加価値の高いソリューショ

ンの提供やサービスレベルの向上を実現することにより、エンタープライズ領域への事業領域の拡大を図ります。

 なお、パッケージ事業においては、エンタープライズ領域の大型案件の受注に遅れが見られるものの、新バージ

ョンに関するアプリケーション製品の品揃えが一段落したこと及び体制を強化した既存顧客への受注が今後一層の

増加が見込まれることや、サービス事業においても予定していた大型SI案件の失注があったものの、既存案件の拡

大やクラウド分野のサービスが好調に推移するものと見込まれるため、業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,608,265 1,780,733 

売掛金 650,343 433,039 

たな卸資産 24,289 89,176 

繰延税金資産 30,012 58,634 

その他 208,666 124,885 

流動資産合計 2,521,577 2,486,469 

固定資産    

有形固定資産    

建物 84,559 85,459 

減価償却累計額 △3,800 △10,179 

建物（純額） 80,759 75,280 

工具、器具及び備品 87,016 90,664 

減価償却累計額 △37,879 △45,259 

工具、器具及び備品（純額） 49,136 45,405 

有形固定資産合計 129,895 120,685 

無形固定資産    

ソフトウエア 954,554 962,946 

ソフトウエア仮勘定 197,421 99,413 

その他 72 72 

無形固定資産合計 1,152,048 1,062,433 

投資その他の資産    

投資有価証券 100,000 100,000 

敷金及び保証金 103,704 103,164 

繰延税金資産 77,857 76,691 

その他 277 75 

投資その他の資産合計 281,839 279,932 

固定資産合計 1,563,783 1,463,050 

資産合計 4,085,361 3,949,520 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 245,602 158,158 

未払法人税等 42,358 7,354 

前受金 569,997 778,517 

賞与引当金 69,421 77,931 

その他 244,471 123,519 

流動負債合計 1,171,852 1,145,481 

固定負債    

退職給付に係る負債 158,456 174,516 

資産除去債務 28,475 28,613 

固定負債合計 186,931 203,130 

負債合計 1,358,783 1,348,611 

純資産の部    

株主資本    

資本金 738,756 738,756 

資本剰余金 668,756 668,756 

利益剰余金 1,214,918 1,121,720 

株主資本合計 2,622,430 2,529,233 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 27,352 20,378 

その他の包括利益累計額合計 27,352 20,378 

少数株主持分 76,794 51,297 

純資産合計 2,726,577 2,600,908 

負債純資産合計 4,085,361 3,949,520 

 

- 5 -

㈱エヌ・ティ・ティ・データ・イントラマート　（3850）　平成27年3月期　第2四半期決算短信



（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 2,000,338 1,823,039 

売上原価 1,289,213 1,237,141 

売上総利益 711,124 585,897 

販売費及び一般管理費 710,786 719,441 

営業利益又は営業損失（△） 338 △133,543 

営業外収益    

受取利息 58 53 

補助金収入 1,404 - 

為替差益 - 3,647 

その他 577 866 

営業外収益合計 2,040 4,567 

営業外費用    

為替差損 18,298 - 

営業外費用合計 18,298 - 

経常損失（△） △15,920 △128,976 

税金等調整前四半期純損失（△） △15,920 △128,976 

法人税等 16,627 △27,318 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △32,548 △101,657 

少数株主損失（△） △19,731 △20,847 

四半期純損失（△） △12,816 △80,810 

少数株主損失（△） △19,731 △20,847 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △32,548 △101,657 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 33,142 △11,623 

その他の包括利益合計 33,142 △11,623 

四半期包括利益 594 △113,281 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 7,068 △87,784 

少数株主に係る四半期包括利益 △6,474 △25,496 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  パッケージ事業 サービス事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 1,002,408 997,930 2,000,338 

セグメント間の内部売上高又は振替高 12,957 38,274 51,231 

計 1,015,365 1,036,204 2,051,570 

セグメント利益又はセグメント損失（△） 241,633 △44,232 197,400 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 197,400  

セグメント間取引消去 △7,225  

全社費用（注） △189,836  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

利益
338  

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円） 

  パッケージ事業 サービス事業 合計 

売上高      

外部顧客への売上高 1,011,472 811,566 1,823,039 

セグメント間の内部売上高又は振替高 12,497 32,412 44,909 

計 1,023,970 843,978 1,867,948 

セグメント利益又はセグメント損失（△） 177,773 △115,238 62,535 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額  

報告セグメント計 62,535  

セグメント間取引消去 4,375  

全社費用（注） △200,454  

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業

損失（△）
△133,543  

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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